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議長
割
わりがい

貝 寿
としかず

一
　

４
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
塙
町
議
会
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
り
、町
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
と
町
政
伸
展
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
急
速
な
進
行

な
ど
、
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
塙
町
議
会
と
し

て
議
員
全
員
の
力
を
結
集
し
、
町
執
行
部
と
と
も
に

豊
か
な
塙
町
の
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
活
動
に
対
す
る
町
民
の
理
解
促
進
に

向
け
た
努
力
を
継
続
し
、
町
民
に
身
近
な
開
か
れ
た

議
会
へ
の
取
り
組
み
を
一
層
充
実
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
変
わ
ら
ず
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

正
副
議
長
は
じ
め
議
会
構
成
を
決
定
議
員
定
数
13
名
で
の
ス
タ
ー
ト

副議長
鈴
すずき

木 孝
たかのり

則

総
務
常
任
委
員
会

所
管
課
…
総
務
、
町
民
、
健
康
福
祉
、
会
計
室
、
教
育
委
員
会
、

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員

経
済
常
任
委
員
会

所
管
課
…
農
林
推
進
、
ま
ち
振
興
、
ま
ち
整
備
、
生
活
環
境
、

　
　
　
　

農
業
委
員
会

（
任
期
は
令
和
６
年
３
月
30
日
ま
で
）

・
白
河
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　

整
備
組
合
議
員

　
　

割
貝
寿
一
・
鈴
木
孝
則

・
東
白
衛
生
組
合
議
員

　
　

青
砥
與
藏
・
下
重
義
人

　
　

七
宮
広
樹
・
吉
村
守
広

　塙町議会では、委員会条例に基

づき、総務・経済・広報・予算決

算の４つの常任委員会を設置して

います。議員は必ずいずれかの常

任委員会に所属します（任期２

年）。それぞれ所管する事務事業

の調査及び研究を行い、議案及び

請願等を審査します。

　西白河及び東白川郡の９市町村

の議会から選出された２０人によ

り構成されています。消防・救急

業務、介護認定審査会等に関する

事項を協議します。

　棚倉町、塙町、矢祭町、鮫川村

の４町村の議会から選出された

１１人により構成されています。

可燃物、不燃物などのごみ処理と、

し尿処理に関する事項を協議しま

す。

常任委員会 白河広域市町村圏整備組合議会 東白衛生組合議会

議会関連の用語について解説します。

議会用語
解説

一
部
事
務
組
合

監
査
委
員

選
挙
管
理
委
員
・
補
充
員

時 会 の
あ ら ま し
臨

４月

　令和２年４月３日に第３
回臨時会（会期１日間）が
午前 10 時から開会されま
した。改選後の初議会で、
年長議員である藤田一男議
員が臨時議長を務め議長選
挙を行い、同数くじ引きの
結果割貝寿一議員が当選し
その後副議長選挙では鈴木
孝則議員が当選しました。
各常任委員会の委員等の議
会構成を決定後、町長提出
議案（専決処分７件、条例
改正１件、人事案件１件）
と議員発議（委員会条例改
正）１件を審議し、全件原
案どおり可決決定し閉会し
ました。
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全
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員



　
　

利
用
方
法
や
入
居
者
募
集
は
ど
の

よ
う
に
。

　
　

12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬
期
間
一

時
利
用
し
た
い
方
が
対
象
。
基
本
使
用

料
以
外
全
て
自
己
負
担
で
、
入
居
希
望

者
が
競
合
す
れ
ば
公
平
に
対
応
し
た

い
。

　
　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
理
由
と
効
果

は
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
を
し

た
い
国
の
方
針
と
、
５
年
前
か
ら
カ
ー

ド
交
付
が
開
始
さ
れ
、
ま
も
な
く
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
更
新
作
業
が
必
要
な
方
が
出
て

く
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
迅
速

に
対
応
し
た
い
。

　
　

全
袋
検
査
は
、
県
の
計
画
で
令
和

２
年
度
は
抽
出
検
査
で
は
。

　
　

予
算
計
上
は
令
和
元
年
産
米
の
検

査
を
対
象
と
し
て
い
る
。
令
和
２
年
産

米
検
査
の
方
法
に
つ
い
て
、
ま
だ
県
か

ら
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

制
度
の
内
容
と
周
知
方
法
は
。

　
　

東
京
圏
か
ら
移
住
定
住
促
進
や
地

方
の
中
小
企
業
の
人
手
不
足
解
消
が
目

的
。
世
帯
移
住
で
は
最
大
１
０
０
万
円
、

単
身
は
６
０
万
円
。
災
害
協
定
を
結
ん

で
い
る
都
市
や
、
都
市
交
流
事
業
時
の
Ｐ

Ｒ
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　

塙
幼
稚
園
跡
地
は
ど
の
よ
う
に
改

修
す
る
の
か
。

　
　

建
物
内
部
は
保
育
室
を
２
部
屋
に

し
、
畳
の
設
置
や
ト
イ
レ
の
改
修
を
行

う
。
ま
た
園
庭
の
フ
ェ
ン
ス
か
さ
上
げ

も
計
画
し
て
い
る
。

　
　

予
算
で
保
険
給
付
額
が
減
少
し
て

い
る
理
由
は
。

　
　

最
近
の
動
向
と
し
て
、
74
歳
ま
で

対
象
と
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
サ
ロ
ン

を
活
用
し
て
健
康
に
な
っ
て
い
る
点

や
、こ
の
間
医
療
費
が
減
少
し
て
お
り
、

予
算
編
成
上
３
年
平
均
か
ら
算
出
し

た
。
今
ま
で
３
％
伸
び
る
と
見
込
ん
で

予
算
編
成
し
た
が
、
結
果
と
し
て
伸
び

な
い
年
が
続
い
た
た
め
、
１
％
増
と
し

て
予
算
計
上
上
数
字
が
低
く
な
っ
た
。

高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

一
時
的
滞
在
を
目
的
に
設
置

質答マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム

カ
ー
ド
普
及
と
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
更
新
作
業
で
導
入

米
全
袋
検
査
委
託
料

令
和
元
年
産
米
の
検
査
に
対
応
す
る

国
民
健
康
保
険

医
療
費
は
直
近
３
年
平
均
か
ら
算
出
し
た

移
住
支
援
交
付
金

世
帯
移
住
で
最
大
１
０
０
万
円
交
付

塙
幼
稚
園
跡
地
利
用

学
童
保
育
の
場
と
し
て
活
用
す
べ
く
改
修
す
る

質答質答

質答質答質答
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予算案可決も給⾷費無償化には反対意⾒あり
　令和２年度当初予算編成は、町長公約として掲げた給食費の無償化や、塙工業高校進学者
確保のための奨学資金新設を含む一般会計予算総額 62 億 7,687 万円で、各特別会計（上水
道事業を含む）と合計して 90 億 7,762 万円となりました。3月定例会では、予算決算常任委
員会に予算審議を付託し、3月 5日から 2日間の質疑討論の結果、新年度全予算を原案どお
り可決すべきものとしました。

一般会計おもな使いみち

消防施設整備
2,030 万円

小学校体育館
窓枠改修工事
5,137 万円

こども園
施設運営管理費
1,304 万円

IP 告知システム
通信機器更新
1億 4,080 万円

令和２年度 ⼀般会計予算総額６2億7,687万円

歳入合計
62億7,687万円

地方交付税地方交付税
25億3,855万円25億3,855万円
（40.4％）（40.4％）

繰越金
2,500万円（0.4％）

諸収入
9,433万円（1.5％）

国庫支出金国庫支出金
4億1,981万円4億1,981万円
（6.8％）（6.8％）

県支出金県支出金
5億4,794万円5億4,794万円
（8.7％）（8.7％）

町債町債
6億640万円6億640万円
（9.7％）（9.7％）

地方消費税交付金
1億9,831万円（3.2％）

町税町税
8億9,990万円8億9,990万円
（14.3％）（14.3％）

使用料・手数料　6,544万円（1.0％）
財産収入　5,125万円（0.8％）
分担金・負担金　2,670万円（0.4％）
寄附金　1,300万円（0.3％）

歳出合計
62億7,687万円

農林水産費農林水産費
8億2,791万円8億2,791万円
（13.2％）（13.2％）

総務費総務費
10億1,183万円10億1,183万円
（16.1％）（16.1％）

土木費土木費
8億6,772万円8億6,772万円
（13.8％）（13.8％）

公債費公債費
6億9,081万円6億9,081万円
（11.0％）（11.0％）

教育費教育費
7億7,349万円7億7,349万円
（12.3％）（12.3％）

衛生費衛生費
5億8,309万円5億8,309万円
（9.3％）（9.3％）

消防費
2億2,945万円（3.7％）

商工費
1億2,919万円（2.1％）

議会費　7,227万円（1.2％）

労働費　528万円（0.1％）

民生費民生費
10億8,128万円10億8,128万円
（17.1％）（17.1％）

災害復旧費　7万円（0.0％）

予備費　450万円（0.1％）

法人事業税交付金　534万円
（0.1％）

環境性能割交付金　437万円（0.1％）
配当割交付金　268万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金　76万円（0.0％）
地方特例交付金　280万円（0.0％）
利子割交付金　63万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金　60万円（0.0％）

＜特別会計決算＞ 予算額 前年度比

国民健康保険 9億8,169万円 ▲6,420万円

後期高齢者医療 1億1,120万円 419万円

介 護 保 険 10億1,476万円 ▲2,181万円

農 業 集 落
排水処理事業 1億3,514万円 415万円

公共下水道事業 2億1,092万円 2,351万円

上
水
道
事
業

収益的収入 2億6,217万円 ▲633万円

収益的支出 2億5,492万円 ▲1,238万円

資本的収入 2,300万円 2,300万円

資本的支出 9,212万円 1,054万円

29.7％29.7％

源源

財

財財

存存

依依

70.3％70.3％70.3％

源源 財 主主 自自

29.7％

繰入金　6億8,920万円（11.0％）

地方譲与税　8,385万円（1.3％）

地方交付税
25億3,855万円
（40.4％）

国庫支出金
4億1,981万円
（6.8％）

県支出金
5億4,794万円
（8.7％）

町債
6億640万円
（9.7％）

町税
8億9,990万円
（14.3％）

農林水産費
8億2,791万円
（13.2％）

総務費
10億1,183万円
（16.1％）

土木費
8億6,772万円
（13.8％）

公債費
6億9,081万円
（11.0％）

教育費
7億7,349万円
（12.3％）

衛生費
5億8,309万円
（9.3％） 民生費

10億8,128万円
（17.1％）

予
算
質
疑

予
算
質
疑

予
算
質
疑

　

集
中
審
議
を
行
っ
た
予
算
決
算
常
任
委
員
会

で
の
質
疑
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

・吉田広明委員
　給食費無償化を含む町全体を考え

　た予算編成である

・藤田一男委員
　台風からの復旧事業もありスムー

　ズな行政運営ができる予算である

・吉田克則委員
　地方交付税増額理由が説明不十

　分で経費削減努力が見えない

・小峰由久委員
　給食費無償化の財源は喫緊の課

　題である塙工高生徒確保へ充て

　るべき

討
論

反
対

賛
成

採決の結果、賛成多数で「可決すべきもの」とし、その他特別会計及び事業会計は質疑後の討論はなく、
結果全て賛成多数で「可決すべきもの」としました。

一
般
会
計

特
別
会
計
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塙
工
業
高
校
奨
学
資
金
貸
与
条
例
制
定

塙
工
高
奨
学
資
金
貸
与
条
例
を
可
決
生
徒
確
保
に
よ
る
地
域
貢
献
と
高
校
存
続
へ

　
　

月
定
例
会
は
、３
月
２
日
（
月
）

　
　

か
ら
９
日
（
月
）
ま
で
８
日

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
、
町
長
か
ら
新
年
度
施
政

方
針
の
表
明
。
一
般
会
計
と
６
つ

の
特
別
・
事
業
会
計
の
当
初
予
算

と
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
塙

工
業
高
校
奨
学
資
金
貸
与
条
例
や

高
齢
者
等
共
同
住
宅
設
置
条
例
、

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
35

議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
初
予
算
に
係
る
審
議

は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審
議

を
付
託
し
、
２
日
間
に
わ
た
り
集

中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
一

般
質
問
は
３
月
４
日
と
５
日
に
行

わ
れ
、
合
計
７
名
の
議
員
が
町
政

を
質
し
ま
し
た
。

例 会 の
あ ら ま し
定

３月３

　

塙
工
業
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
生
徒
へ
奨
学
資
金
を
貸
与

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
校
へ
進
学
す
る
生
徒
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
卒
業
生
の
地
元
へ
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
生
徒
１
人
あ
た
り
月
３
万
円
を
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
条
例
を
制
定
す
る
。

　
　

奨
学
資
金
制
度
を
新
設

　
　

し
、
ど
の
程
度
入
学
者

増
加
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

現
状
志
願
者
が
年
々
減

　
　

少
し
て
い
る
中
で
３
名

程
度
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　

奨
学
金
対
象
を
水
郡
線

　
　

沿
線
の
他
市
町
村
や
県

外
を
対
象
と
で
き
な
い
の
か
。

　
　

制
度
新
設
初
年
度
と
し

　
　

て
、
結
果
を
分
析
し
な

が
ら
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　

ど
の
よ
う
に
県
へ
制
度

　
　

を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
。

　
　

県
南
地
方
振
興
局
長
に

　
　

は
制
度
概
要
を
す
で
に

説
明
し
て
お
り
、
条
例
可
決

後
県
へ
正
式
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

ＡＡ QQＡＡ QQ

ＡＡ QQ

塙工業高校奨学資金貸与条例制度概要
・対象者

塙工業高校に在学中又は
入学しようとする者で塙
町在住の方

・貸与額

月額：30,000 円
（１学年 20 人を限度）

・返還方法

無利子とし、塙工業高校卒
業後半年経過した後に10年
以内で月賦返済。

・返還免除となる場合

①高校卒業より引き続き町内に居住し、町内か
他市町村の企業に就職（勤務）していて 3年間
奨学金返還に遅延なく町税に未納が無い場合。
②大学卒業後町内に居住し、町内か他市町村の
企業に就職（勤務）していて 3年間奨学金返還
に遅延なく町税に未納が無い場合。

一般質問 町政を問う町政を問う町政を問う
質問登壇議員一覧

Ｐ８ 鈴木安次議員
町政全般の諸課題ほか Ｐ11 下重義人議員町内の雨水配水対策ほか

Ｐ９ 鈴木　茂議員
台風からの復旧ほか Ｐ12 吉田克則議員町政重点施策ほか

Ｐ10 青砥與藏議員森林再生事業ほか Ｐ13 七宮広樹議員新型コロナ対策ほか

スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

議案第 4号 塙町地域活性化施設設置条例制定

原　
　

案　
　

可　
　

決

議案第22号 塙町農林水産物直売・食材供給施設の指定管理者の指定

原　
　

案　
　

可　
　

決

旧矢塚分校を町の地域活性化施設として位置づける条例制定。住民相互交流や活力あるまちづくりを推進する。 道の駅はなわの指定管理期間満了に伴う、新たな指定管理者を指定する。
議案第 5号 塙町塙工業高校奨学資金貸与基金条例制定 議案第23号 町道の路線認定
塙工業高校への進学者確保と、卒業生の地元定着を図る目的の奨学資金を基金として創設するための条例制定。 大字上石井地内の国道 118 号と接続する道路を町道として管理するために認定する。
議案第 6号 塙町塙工業高校奨学資金貸与条例制定 議案第24号 大字及び字の区域変更
月額 3万円で 1学年 20 名を上限とし、塙工業高校への進学者確保と、卒業生の地元定着を図る目的の資金貸与条例制定。 地籍調査に伴い、大字川上地内の 2地区の一部地域を大字及び字の区域変更をする。
議案第 7号 塙町放課後児童健全育成事業施設設置条例制定 議案第25号 令和元年度塙町一般会計補正予算（第 9号）
塙幼稚園が令和 2年 4月 1日に閉園するため、施設を放課後児童健全育成事業実施施設とする条例制定。 2億4,708万円減額補正し、予算額67億1,801万円とする。主な内容は、年度末による各種実施事業確定による減額。
議案第 8号 塙町放課後子どもプラン運営委員会設置条例制定 議案第26号 令和元年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
地方公務員法の改正により、放課後子どもプラン運営委員は、特別職非常勤職員となるための条例制定。 2,632 万円減額補正し、予算額 9億 9,892 万円とする。主な内容は、年度末による給付額等が確定したことによる減額。
議案第 9号 塙町健康づくり推進協議会設置条例制定 議案第27号 令和元年度塙町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第 3号）
地方公務員法の改正により、健康づくり推進協議会委員は、特別職非常勤職員となるための条例制定。 37万円減額補正し、予算額1億3,262万円とする。主な内容は、年度末による委員謝金等確定による減額。
議案第10号 塙町高齢者等共同住宅設置条例制定 議案第28号 令和元年度塙町公共下水道事業特別会計補正予算（第 4号）
65 歳以上の方を対象とした、冬期間の一時的滞在ができる共同住宅の設置に関する条例制定。 647 万円減額補正し、予算額 1億 9,768 万円とする。主な内容は、年度末により各種工事費が確定したことによる減額。
議案第11号 塙町課設置条例の一部改正 議案第29号 令和元年度塙町介護保険特別会計補正予算（第 4号）
効率的な行政運営を行うため、新たに農林推進課を創設するための条例改正。 3,738万円減額補正し、予算額10億5,616万円とする。主な内容は、年度末により介護給付費等が確定したことによる減額。
議案第12号 塙町税特別措置条例の一部改正 議案第30号 令和元年度塙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）
上位法改正により、過疎地域における企業の固定資産税課税免除期間が延長された事に伴う条例改正。 128 万円減額補正し、予算額 1億 572 万円とする。主な内容は、年度末により事業費等が確定したことによる減
議案第13号 塙町放課後児童健全育成事業分担金徴収条例の一部改正 議案第31号 令和元年度塙町上水道事業会計補正予算（第 2号）
放課後児童健全育成事業の分担金を口座振替による納入が可能になる条例改正。納付期限を月末 25 日とする。 収益的収入を 500 万円減額し、予算額 2億 6,459 万円とする。収益的支出を 800 万円減額し、予算額 2億 5,494 万円とする補正予算。
議案第14号 塙町道路占用料徴収条例の一部改正 議案第32号 令和 2年度塙町一般会計予算
固定資産税評価額の評価替えや、地価に対する賃料水準動向を踏まえた、上位法の占用料額を見直ししたことに伴う条例改正。 予算総額 62億 7,687 万円で対前年度比 2.27％増となる予算。
議案第15号 塙町営住宅条例の一部改正 議案第33号 令和 2年度塙町国民健康保険特別会計予算
町営住宅の一部廃止や管理戸数の一部変更をする条例改正。 予算総額 9億 8,168 万円で対前年度比 6.14％減となる予算。
議案第16号 塙町下水道条例の一部改正 議案第34号 令和 2年度塙町農業集落排水処理事業特別会計予算
上位法改正に伴う、条文整理をする条例改正。 予算総額 1億 3,514 万円で対前年度比 3.17％増となる予算。
議案第17号 塙町上水道事業給水条例の一部改正 議案第35号 令和 2年度塙町公共下水道事業特別会計予算
民法第173条による短期消滅時効廃止により、料金債権放棄に関する条文整理をする条例改正。 令和 2年度塙町公共下水道事業特別会計予算
議案第18号 塙町会計年度任用職員制度導入に伴う関係条例整備に関する条例制定 議案第36号 令和 2年度塙町介護保険特別会計予算
地方公務員法改正により、臨時職員等の名称が会計年度任用職員となり、関係する条文整理をする条例改正。 予算総額 10 億 1,476 万円で対前年度比 2.10％減となる予算。 
議案第19号 塙町辺地総合整備計画の変更及び策定 議案第37号 令和 2年度塙町後期高齢者医療特別会計予算
町内の辺地に認定された箇所での事業実施に伴う計画変更と、新たな区域を認定する計画策定。 予算総額 1億 1,120 万円で対前年度比 3.92％増となる予算。
議案第20号 塙町過疎地域自立促進計画の変更 議案第38号 令和 2年度塙町上水道事業会計予算
令和 2年度以降に実施する予定の事業について、起債対象事業とするための計画変更。普通交付税措置対象となれば、軽費に事業実施が可能となる。 収益的収入 2億 6,216 万円、支出 2億 5,492 万円とし、資本的収入 230 万円、支出 9,211 万円とする当初予算。
議案第21号 町体育施設及び塙町山村広場施設の指定管理者の指定 請願第 1号 洪水回避を目的とした流量確保のための久慈川と川上川の川底掘削の予算の確保を求める請願 不

採
択各施設の指定管理者が任期満了となるため、新たな指定管理者を指定する。 大字塙地内における大雨等による水害防止を目的とした河川掘削の請願。経済常任委員会に付託し請願内容を精査したが、賛成少数で不採択となる。

議案等の審議結果一覧表
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質
問

答
弁

質 問答 弁　
　
　

今
回
起
き
た
災
害

に
対
し
、
危
機
意
識
は
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

こ
こ
ま
で
の
災
害

は
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
。

　
　
　

今
回
の
被
害
総
額

と
査
定
は
終
了
し
た
の
か
。

　
　
　

被
害
総
額
は
５
億

８
千
万
円
。
査
定
は
す
で

に
終
了
し
た
。

　
　
　

県
道
高
萩
塙
線
の

湯
川
地
内
崩
落
は
い
つ
復

旧
す
る
の
か
。

　
　
　

５
月
連
休
前
に
完

成
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

県
道
塙
大
津
港
線

の
下
り
藤
地
内
は
い
つ
頃

な
の
か
。

　
　
　

通
行
止
め
で
な
い

の
で
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

　
　
　

河
川
の
護
岸
工
事

と
農
地
の
復
旧
は
。

　
　
　

川
上
粕
河
内
地
内

の
護
岸
と
水
路
は
、
３
月

発
注
予
定
。
那
倉
地
区
の

護
岸
工
事
も
同
様
だ
。

　
　
　

今
年
の
水
田
作
付

け
見
通
し
は
。

　
　
　

畔あ
ぜ

が
崩
落
し
て
い

る
と
こ
ろ
と
、
土
砂
が

乗
っ
た
と
こ
ろ
は
難
し

い
。
し
か
し
町
単
独
で
工

事
を
や
れ
ば
で
き
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

　
　
　

川
上
川
橋
脚
や
Ｊ

Ｒ
陸
橋
の
ゴ
ミ
は
撤
去
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
が
除
去
し
な

い
と
取
れ
な
い
。
道
場
橋

は
県
が
優
先
順
位
を
つ
け

て
行
う
。

　
　
　

道
の
駅
付
近
の
河

川
内
土
砂
は
、
い
つ
取
り

組
む
の
か
。

　
　
　

県
と
の
話
し
い
合

い
に
な
る
。

答
弁 質

問

排水ポンプ設置は
重要だ！

鈴
すずき

木 茂
しげる

議員

台
風
19
号
に
よ
る

　

被
害
の
復
旧
復
興
は

可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

　

順
次
復
旧
し
て
い
く

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

塙
工
高
存
続
に
向
け

て
、
町
単
独
で
要
望
活
動
に

行
っ
た
か
。

　
　
　

単
独
で
は
行
っ
て
い
な

い
。

　
　
　

町
長
任
期
中
に
要
望
活

動
に
行
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

団
体
と
し
て
な
ら
行

く
。　

　
　
　

台
風
19
号
の
被
害
状
況

検
証
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　

６
億
円
弱
の
予
算
計
上

は
町
始
ま
っ
て
以
来
の
額
で
、

今
後
河
川
の
掘
削
な
ど
要
望
し

て
い
く
。

　
　
　

町
長
が
叙
勲
祝
賀
会
出

席
で
災
害
対
策
本
部
不
在
時
、

誰
が
指
揮
を
執
っ
て
い
た
の

か
。

　
　
　

現
況
が
そ
れ
ほ
ど
危
険

で
な
い
と
判
断
し
、
各
課
対
応

に
委
ね
た
。

　
　
　

災
害
対
策
本
部
の
電
話

に
繋
が
ら
な
か
っ
た
が
。

　
　
　

休
日
で
日
直
か
ら
各
課

に
繋
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。

　
　
　

参
加
者
の
募
集
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　

町
と
海
外
輸
出
の
会

社
、
秋
田
国
際
ダ
リ
ア
園
で
動

い
て
い
る
。
コ
メ
の
輸
出
も
考

え
て
い
る
。

　
　
　

法
人
の
登
記
す
る
住
所

は
、
町
民
に
疑
問
が
残
る
の
で

は
。

　
　
　

旧
常
豊
小
学
校
跡
地
の

一
部
を
考
え
て
い
る
。
品
種
を

絞
り
、
販
売
先
を
見
つ
け
て
会

社
が
買
い
取
り
出
荷
す
る
の
で

有
利
で
あ
る
。

　
　
　

法
人
に
参
加
し
た
い
希

望
者
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　

コ
メ
関
係
で
２
件
ほ
ど

い
る
。　

　
　
　

町
長
公
約
の
老
人
ホ
ー

ム
建
設
は
。

　
　
　

事
業
が
残
っ
て
い
た
の

で
優
先
順
位
を
付
け
て
対
応
し

た
が
、
４
つ
の
施
設
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

こ
ど
も
園
で
お
年
寄
り

と
子
ど
も
が
交
流
す
る
場
所
は

ど
こ
か
。

　
　
　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
実

施
し
て
い
く
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
形
で
交
流

す
る
の
か
。

　
　
　

昔
遊
び
や
食
事
、
趣
味

な
ど
を
通
し
た
遊
び
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　

塙
町
上
水
道
の
答
申
が

出
さ
れ
て
１
年
７
か
月
経
つ

が
、
い
つ
説
明
会
を
開
い
て
値

上
げ
す
る
の
か

　
　
　

令
和
２
年
度
に
周
知

し
、
令
和
３
年
度
改
正
の
理
解

を
求
め
る
。

　
　
　

１
年
７
か
月
も
放
置
し

た
が
、
も
っ
と
早
く
説
明
会
を

開
く
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　

数
十
年
値
上
げ
を
し
て

い
な
い
の
で
時
間
を
か
け
て
値

上
げ
を
す
る
。

　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
の

立
て
直
し
を
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
き
た
の
か
。

　
　
　

台
風
19
号
に
よ
る
キ
ャ

ン
セ
ル
は
数
十
万
円
単
位
で
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
５
月

く
ら
い
ま
で
宿
泊
客
が
見
込
め

な
い
が
、
諦
め
ず
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

何故単独で
　要望活動に行かないのか
地域ぐるみで行うので
　当初から考えていない

鈴
すずき

木 安
やすつぐ

次議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

３
月
中
に
は
登
記
し
設
立
す
る

塙
町
に
設
立
す
る
と
し
た
農
業
法
人
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

今年 1月に議会で実施した塙工高存続要望活動

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

川上薄久保地内の護岸崩落個所

県
に
申
し
入
れ
を
す
る

イ
ノ
シ
シ
の

　

猟
期
延
長
は
で
き
な
い
か

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
罠
猟
関

係
者
か
ら
の
猟
期
延
長
要

望
が
あ
る
が
可
能
か
。

　
　
　

猟
期
は
知
事
の
権

限
で
決
ま
る
た
め
申
し
入

れ
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

「
病
児
保
育
室
の
開
設

に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
」「
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
、
水
稲
カ
メ
ム
シ
防
除

に
補
助
金
を
出
し
て
は
ど

う
か
」
も
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
詳
細
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
映
像
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問

答
弁

答
弁

塙工高存続は町の問題として
取り組むべき
町長としての資質を疑う

答
弁

　
　
　

柳
町
、
代
官
町
水

害
の
今
後
の
対
策
と
し

て
、
川
上
川
と
久
慈
川
の

合
流
地
の
川
底
掘
削
は
で

き
る
の
か
。

　
　
　

堆
積
土
砂
は
取
れ

る
が
掘
削
は
難
し
い
。

　
　
　

水
門
の
管
理
者
は
。

　
　
　

地
元
消
防
団
が
行

う
。

　
　
　

排
水
ポ
ン
プ
設
置

の
考
え
は
。

　
　
　

ポ
ン
プ
は
経
費
が

か
か
る
た
め
、
上
部
排
水

路
の
方
が
良
い
と
思
う
。

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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水
稲
作
付
時
期
を

迎
え
、
各
地
区
の
堰
及
び

農
地
等
の
復
興
状
況
は
。

　
　
　

国
の
災
害
復
旧
事

業
で
、
２
月
19
日
入
札
を

実
施
し
、
契
約
者
と
協
議

の
上
農
業
用
水
と
し
て
利

用
す
る
時
期
ま
で
に
は
通

水
で
き
る
よ
う
考
え
て
い

る
。

　
　
　

災
害
に
よ
り
、
今

年
の
水
稲
作
付
を
断
念
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
区

は
あ
る
の
か
。

　
　
　

田
に
土
砂
が
堆
積

し
て
い
る
、
あ
る
い
は
土

手
が
崩
壊
し
て
い
る
川
上

粕
河
内
地
内
に
お
い
て
、

今
年
の
作
付
け
は
困
難
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　

災
害
に
よ
り
、
町

内
の
堀
に
水
が
流
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
が
、
衛

生
面
に
問
題
は
な
い
の

か
。

　
　
　

農
業
集
落
排
水
処

理
や
、
合
併
浄
化
槽
も
含

め
た
町
の
水
洗
化
率
は

83
・
１
％
で
問
題
な
い
。

　
　
　

町
内
の
堀
の
現
状

か
ら
、
災
害
時
の
対
策
は

万
全
な
の
か
。

　
　
　

消
火
栓
と
防
火
水

槽
に
よ
る
初
期
消
火
対
策

と
、
各
種
訓
練
や
消
防
設

備
点
検
も
実
施
さ
れ
て
い

る
た
め
、
対
策
は
図
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

初心忘るべからず

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員

台
風
19
号
に
よ
る

農
地
等
の
復
興
状
況
は

災
害
復
旧
事
業
で
４
月
ま
で
に

　
　
　

道
の
駅
前
の
河
川

内
土
砂
や
流
木
な
ど
の
堆

積
物
を
除
去
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　

県
に
河
川
対
策
計

画
が
あ
り
、
取
り
除
い
た

土
砂
等
の
処
分
先
確
保
が

必
要
と
な
る
。

　
　
　

流
量
確
保
の
た
め

に
、
河
川
管
理
者
へ
強
く

要
望
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

県
に
も
お
願
い
し

て
い
る
。

　
　
　

蛭
川
水
路
出
口
の

氾
濫
対
策
は
。

　
　
　

３
０
０
万
円
予
算

化
し
、
様
々
な
調
査
や
検

討
を
行
い
た
い
。

　
　
　

上
石
井
方
面
へ
の

用
水
確
保
を
す
る
た
め
、

釜
藤
堰
改
修
は
。

　
　
　

２
月
19
日
入
札
終

了
し
、
仮
設
工
事
は
今
春

で
本
格
工
事
は
秋
以
降
の

予
定
。

　
　
　

稲
沢
や
台
宿
地
内

は
河
川
浸
食
が
進
行
し
て

い
る
が
、
蛇じ

ゃ
か
ご籠

に
よ
る
処

置
は
で
き
る
の
か
。

　
　
　

流
水
に
よ
り
劣
化

が
激
し
く
、
蛇じ

ゃ
か
ご籠

は
基
本

的
に
使
わ
な
い
。

　
　
　

現
在
の
実
施
状
況
と

新
年
度
の
計
画
は
。

　
　
　

令
和
元
年
度
の
実
施

状
況
は
、
東
河
内
権
現
沢
地

区
、
植
田
小
川
崎
地
区
、
田

代
白
石
沢
地
区
、
片
貝
殿
畑

地
区
の
４
地
区
で
、
合
計

82
・
74
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備

し
た
。
令
和
２
年
度
は
年
度

別
計
画
を
策
定
し
て
い
る
箇

所
、
東
河
内
五
郎
内
地
内
、

田
代
藤
谷
地
区
、
湯
岐
小
木

地
区
、
植
田
小
川
崎
地
区
、

上
渋
井
、
１
２
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
間
伐
施
業
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
　

実
施
地
区
の
選
定
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

塙
町
46
地
区
か
ら
要

望
が
あ
り
、
申
込
み
面
積
合

計
約
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

実
施
希
望
の
地
域
は
相
談
書

の
提
出
を
頂
き
、
基
本
方
針

に
基
づ
き
優
先
順
位
15
の
項

目
が
あ
り
、
そ
の
項
目
に
対

し
て
点
数
づ
け
を
行
い
優
先

順
位
を
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　

要
望
は
全
て
実
施
可

能
か
。

　
　
　

希
望
地
区
全
て
を
実

施
す
べ
く
、
令
和
２
年
度
以

降
事
業
実
施
で
き
る
よ
う
、

少
な
く
と
も
10
年
程
度
制
度

の
延
長
を
県
に
要
望
し
て
い

る
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

台風 19号による
被災箇所の対策は
すでに入札終了し
今年中には工事に着手

青
あおと

砥 與
ようぞう

蔵議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

質
問

１
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
予
定

新
年
度
の
森
林
再
生
事
業
計
画
は

千里の道も一歩から

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

マ
ダ
ニ
は
県
内

全
域
に
分
布
し
て
お
り
、

様
々
な
病
原
体
を
保
有
し

感
染
症
の「
日
本
紅こ

う
は
ん斑

病
」

を
発
症
し
た
実
例
も
あ
る

が
、
こ
れ
ら
春
を
迎
え
活

動
期
を
前
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
す
る
の
か
。

　
　
　

回
覧
や
Ｉ
Ｐ
放
送

に
よ
り
、
マ
ダ
ニ
や
ツ
ツ

ガ
虫
の
活
動
が
活
発
に
な

る
時
期
に
併
せ
て
、
予
防

法
や
感
染
経
路
、
症
状
、

治
療
法
等
に
つ
い
て
広
く

周
知
し
た
い
。

町道計画を活かし
代官町付近の水害対策に
雨水排水対策で検討

　
　
　

新
た
な
町
道
北
野

松
岡
線
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

令
和
２
年
度
に
用

地
測
量
を
実
施
し
、
令
和

４
年
度
に
工
事
着
工
で
令

和
７
年
度
完
成
を
予
定
。

　
　
　

町
道
北
野
松
岡
線

の
新
た
な
計
画
の
中
で
、

久
慈
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
下
の
排
水
路
を
規

模
拡
大
さ
せ
、
下
流
へ
の

水
害
対
策
に
つ
な
げ
ら
れ

な
い
の
か
。

　
　
　

町
全
体
の
雨
水
排

水
対
策
の
中
で
検
討
し
、

状
況
を
整
理
し
な
が
ら
調

査
し
た
い
。

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質 問答 弁

春を迎え活動期に入る
マダニ対策は
回覧やＩＰ放送により
広く周知したい

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

蛇
篭
：
河
川
の
護
岸
、

水
流
制
御
な
ど
に
使
う
円

形
型
に
編
ん
だ
か
ご
に
石

を
詰
め
た
も
の
。

？

蛇
？

日
本
紅
斑
病
：
ダ
ニ
媒

介
性
疾
患
で
こ
の
菌
を

持
っ
た
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ

て
感
染
す
る
。

？

病
原「のののののの「ののののののの？

消防団による復旧作業

塙小学校付近の久慈川
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町
長
施
策
に
４
つ

の
老
人
ホ
ー
ム
建
設
が

入
っ
て
い
な
い
が
何
故

か
。

　
　
　

４
年
の
間
に
世

相
、
世
の
中
の
形
態
も
変

わ
っ
て
き
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
が
、
需
要

や
必
要
性
を
勘
案
し
、
４

つ
の
地
区
に
高
齢
者
対
策

の
た
め
の
拠
点
づ
く
り
を

し
た
い
。
現
状
予
算
計
上

は
し
て
い
な
い
。

　
　
　

町
民
生
活
の
足
で

あ
る
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運

行
は
。

　
　
　

５
ヶ
月
間
の
実
証

運
行
を
実
施
し
、
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

実
績
の
検
証
を
す
る
。

　
　
　

携
帯
電
話
不
通
地

区
が
あ
る
が
、
町
と
し
て

の
対
策
は
。

　
　
　

携
帯
電
話
の
圏
外

調
査
は
し
て
お
り
、
つ
な

が
ら
な
い
行
政
区
か
ら
の

要
望
が
あ
る
の
で
県
へ
要

望
し
て
い
る
。
町
と
し
て

の
予
算
計
上
は
し
て
い
な

い
。

　
　
　

町
が
指
定
管
理
者
へ
管
理

委
託
し
て
い
る
施
設
は
。

　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
21
施
設
あ
る
。
管
理
者

は
塙
町
社
会
福
祉
協
議
会
や
塙
町

振
興
公
社
等
で
あ
る
。

　
　
　

管
理
委
託
料
の
支
払
基
準

は
。

　
　
　

委
託
を
し
て
い
る
こ
と
で

こ
の
金
額
で
済
ん
で
い
る
。
町
が

直
接
管
理
運
営
す
れ
ば
現
状
の
金

額
で
は
収
ま
ら
な
い
。
算
出
し
た

額
が
基
本
的
な
考
え
の
上
に
組
み

立
て
た
も
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　

施
設
管
理
者
に
対
し
て
必

要
な
指
示
等
は
出
し
た
こ
と
が
あ

る
の
か
。

　
　
　

定
期
的
に
訪
問
や
経
営
内

容
で
あ
っ
た
り
事
業
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町政施策と重点事業は

高齢者の拠点づくり

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

質
問

答
弁

河川管理豪雨防災は
全力で対応し検証する

答
弁

質
問

台
風
19
号
の
全
体
的
検
証
会
議
は

時
間
を
か
け
ず
に
進
め
る

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹議員

無限の力を引き出す教育を

「感動の教育」を進める

質
問

答
弁

質 問答 弁

みなさまの声が
一番大切ですね！

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

河
川
管
理
や
豪
雨

防
災
体
制
の
強
化
策
は
。

　
　
　

災
害
復
旧
に
全
力

を
挙
げ
て
対
応
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
を
検
証
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
優
遇
さ
れ
る
補
助
金

も
あ
り
災
害
対
策
に
使
い

た
い
。

　
　
　

大
字
塙
地
内
の
水

路
整
備
は
。

　
　
　

さ
く
ら
タ
ウ
ン
末

広
の
南
、
堤
防
と
の
間
で

あ
る
の
で
県
等
と
相
談
し

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

「過去」を受け止めて、
「 今 」を生きて、
「未来」を変えていこう。

　
　
　

今
後
の
あ
ら
ゆ
る

災
害
や
被
害
に
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
教
訓

と
し
て
記
憶
が
あ
る
う
ち

に
各
関
係
団
体
が
集
ま

り
、
全
体
的
な
検
証
会
議

を
い
つ
開
く
の
か
。

　
　
　

こ
の
後
時
間
を
か

け
ず
に
検
証
を
進
め
て
行

き
た
い
。

　
　
　

水
害
時
に
人
を
運

ぶ
た
め
の
ボ
ー
ト
や
土
の

う
袋
を
作
る
際
に
作
業
を

軽
減
さ
せ
る
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
や
、
早
急
に
土
の

う
袋
を
作
る
際
に
手
助
け

に
な
る
道
具
な
ど
の
要
望

が
災
害
現
場
か
ら
あ
り
、

頻
繁
に
起
こ
り
え
る
自
然

災
害
に
備
え
た
備
品
の
リ

ス
ト
に
加
え
る
考
え
は
。

　
　
　

検
討
課
題
と
し
て

担
当
課
の
話
し
合
い
の
中

で
、
利
活
用
が
出
来
る
か

考
え
て
い
き
た
い
。

塙
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

　
　
　

塙
町
に
素
早
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
を
設
置
し
、
町
民
へ

の
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情

報
提
供
や
、
不
特
多
数
の
方

が
出
入
り
す
る
公
共
の
場
へ

の
消
毒
液
の
設
置
な
ど
の
対

応
は
何
よ
り
で
あ
る
が
、
周

知
が
不
十
分
で
あ
り
今
後
の

手
段
は
。

　
　
　

身
近
な
部
分
か
ら
対

応
し
、
行
政
区
の
区
長
を
通

し
て
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　
　
　

役
場
職
員
の
研
修

の
一
環
と
し
て
、
塙
町
と

防
災
協
定
を
結
ん
で
い
る

葛
飾
区
や
練
馬
区
と
、
職

員
の
相
互
派
遣
な
ど
行
う

べ
き
で
は
。

　
　
　

担
当
者
と
話
を
し

な
が
ら
、
機
会
が
あ
れ
ば

進
め
て
み
た
い
。

　
　
　

小
学
校
で
は
令
和

２
年
度
か
ら
外
国
語
教
育

が
始
ま
り
、
異
文
化
体
験

事
業
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
が
。

　
　
　

小
学
生
英
語
力
向

上
研
修
事
業
と
し
て
、
小

学
５
年
生
全
員
を
対
象
に

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ

で
外
国
人
講
師
に
よ
る

オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

の
研
修
を
実
施
し
、
宿
泊

体
験
を
通
し
て
英
国
式
文

化
に
触
れ
な
が
ら
生
き
た

英
語
の
基
礎
力
向
上
を
図

り
た
い
。

　
　
　

令
和
２
年
度
の
予

算
案
を
見
ま
る
と
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
見
学
時
の
高
速

道
路
代
金
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
。

　
　
　

中
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
全
員
を
、
福
島
市

で
開
催
さ
れ
る
野
球
観
戦

時
の
高
速
料
金
で
あ
る
。

防災協定区との職員交互派遣の
仕組みづくりはは
ぜひ機会があれば進めたい

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

水路整備が必要な大字塙地内土掘り水路
異文化体験授業の様子

対
応
を
検
討
し
、
周
知
徹
底
に
努
め
る

周
知
が
不
十
分
、
今
後
の
手
段
は

指定管理施設の状況は
町の委託先は21施設
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町
政
や
議
会
に
関
心
が
あ

り
つ
つ
、
な
か
な
か
時
間
を

取
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
が
、

今
回
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
傍
聴

で
き
、
さ
ら
に
３
月
定
例
会

に
は
当
初
予
算
が
町
か
ら
示

さ
れ
る
た
め
関
心
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
一
般
質

問
や
、
百
条
委
員
会
の
報
告

が
あ
る
と
聞
き
傍
聴
し
て
み

た
が
、
実
際
は
一
時
間
程
度

し
か
傍
聴
で
き
な
か
っ
た
。

　

執
行
機
関
と
議
会
は
対
等

で
あ
り
、
町
民
の
声
や
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
お

互
い
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ

歩
み
寄
る
こ
と
で
自
治
運
営

が
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

町
は
そ
の
権
限
と
責
任
に

お
い
て
、
町
民
の
最
前
線
に

立
っ
て
様
々
な
意
見
や
要
望

を
受
け
止
め
て
、
町
民
の
生

活
や
福
祉
、
教
育
等
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
自
主
的
に
提
供

し
て
い
く
わ
け
で
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ

を
町
民
の
一
人
と
し
て
感
じ

た
も
の
で
あ
る
。

神
かみなが

永 道
みちのり

則さん
（川上）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
と
感

想
は

―
議
会
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

町と議会は
緊張感を持ち自治運営を

　令和２年３月定例会の傍聴者数はのべ 19 人でした。

傍聴された方の中からインタビューを実施し、感想や

意見をいただきました。

―
町
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

・日　　時　令和２年２月７日（金）

・場　　所　委員会室

・出席委員　鈴木安次委員長

　　　　　　ほか全委員（計７名）

・調査まとめ

（１）寄附金の状況

　寄附金は総務課で財産台帳に記載し、目的

別に担当課に振り分けられて管理されてい

る。ただ所管課での管理状況がすぐには分か

らないような印象を受けたため、今後一括管

理ができるシステムを構築し、保管状況等が

把握しやすくよう提案した。

（２）寄附物の状況

　土地などは、まち整備課で直接受付しつつ、

総務課で財産台帳に記載して管理されてい

る。展示品となるような寄附物もあるが、そ

の保管は経年劣化の状況により判断するとの

説明だった。委員からの質疑で、組子細工の

衝立が寄贈された件で、現状倉庫で保管して

いるとの事だったが、寄附者の気持ちを考え

て別場所での展示を検討してもらいたい。

閉会中の総務常任委員会レポート
町への寄附金等の管理状況調査

あの質問はどうなったのか？
議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

東京五輪を活用した教育と学習は
平成３１年３月定例会

役場入口看板の管理と有効活用は
令和元年６月定例会

寺西代官看板は修繕

本物に触れ感性を磨く「感動の教育」を進めて行く
令和２年３月定例会

修繕をする計画時期を見て有効活用する

答弁答弁

その他

その他

　役場の入口にある看板で高さがある方は

アクリル板で何も文字が書かれていない状

況。また寺西代官の方は経年劣化が激しい

がどのような管理をしているのか。

　体験学習の一環として、子供達を引率し

生徒自身が雰囲気や歓声の響き、アスリー

トの躍動感、各国の声援などを感じ取る教

育は。

　寺西代官看板は、町内に３箇所に設置さ

れている。いずれも文字が見えるように修

繕された。役場入口の大きな白い看板は有

効活用を進めていくと答弁してたが、いま

だに活用されていない。

　中学１年生から３年生全員を対象に、福

島市で開催される東京五輪の野球競技を観

戦させたい。小学校からは要望がなく、今

回は残念ながら観戦しない。なお、東京五

輪は延期になった。

　以前書いてあった文字が見えづらくなっ

たので、アクリル板に補修後は表示されて

いないため、今後有効利用を進めていく。

寺西代官看板は婦人会で管理しており、見

えるように修繕する計画。

　町内の各小中学校と連携を図りながら、

今後検討していく。
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　　　　　　　　令和元年 10 月中に宮田秀利町長が官製談合防止法違反容疑で書類送

　　　　　　　検されたとのテレビ報道があり、その後開催された議会全員協議会で、

町長自身が書類送検された事を認めたため、定住促進住宅建設工事入札にどのような事

が起きたのか、真相究明のため特別委員会で調査する。

１．特別委員会の実施状況
　合計６回の委員会開催と、委員長の諮問機関である幹事会を複数回開催した。

回数 開催日 調査の概要

第 1回 令和元年12月2日（月） 正副委員長の互選

第 2回 令和元年12月16日（月） 今後の進め方や
運営方針の決定について

第 3回 令和2年1月7日（火） 運営要領の決定と
証人尋問及び記録提出請求について

第 4回 令和2年1月20日（月） 証人尋問（３名）

第 5回 令和2年2月7日（金） 財務規則と契約権者の権限について
今後の日程について

第 6回 令和2年2月21日（金） 報告書の作成について

　令和元年第７回（１２月）臨時会で設置された、定住促進住宅新築工事事務調査特別委員

会（百条委員会）は、計６回の委員会を開催し、令和２年第２回（３月）定例会で調査結果

を報告し調査を終了しました。今回掲載するのは調査報告書の一部抜粋及び要約です。

　調査報告書や各委員会の会議録は塙町議会ホームページをご覧ください。

【調査趣旨】

２．調査の内容と問題点
（１）調査の内容
　今回問題となった入札に関する３件の書類提出を求め、入札状況や工事等請負業者指名選
考内申書兼通知書を確認し、町の財務規則や工事等指名運営委員会設置要綱等についての説
明を総務課職員より受け、また町長と元塙町役場職員２名への証人尋問を行った。

（２）要項上の特例適用は正しかったか
　指名競争入札参加者を選考する際、当時の工事等指名運営委員会設置要綱では「有資格業
者名簿に登録されている者のうち、設計価格が発注の標準となる工事等の設計金額に対応す
る等級に属する者のうちから指名する。」とすることが基本的事項だったが、「ただし、必要
がある場合は、別に定める入札参加可能範囲の範囲内における上位の等級に属する者のうち
から指名することができる。」と町長が契約権者の権限で「小さな業者にもチャンスを与え
たかった」とただし書き以降の特例を適用し、本来は参加できない４業者を指名した。これ
は当時の総務課長の話に耳を貸さず、その他関係職員に意見を求めなかったことは、副町長
不在であり、町長が職員との信頼関係が不足していたことが混乱の最大の要因ではなかった
かと推測する。

（３）無資格の４業者を書き加えたのは適切か
　本件の核心部分であるため、証人尋問の答弁を記載する。

３．まとめ
　町は入札を実行する上で、業者の実績等によりランク付けを行い、工事等指名運営委員会
がその工事の設計金額に応じて、指名業者を選定していたが、町長がこれを無視し Cランク
の業者を追加指名し、その中の経営事項審査資格の無い業者が落札した。その事が県より指
摘されて不適切な事務処理が明らかになり、町内外に大きな混乱を生じさせた。
　百条委員会の証人尋問で、町長と元役場職員の証言に食い違いが出たことは、町民の不信
感を招き行政に携わる者としての責任が大だ。
　また、指名業者の住所や代表者が明記されていない町長手書きの工事等請負業者指名選考
通知書を公的文書として入札に臨んだことは、町の法令遵守の観点から非常に大きな問題で
あることを指摘したい。
　なお、官製談合疑惑については、検察庁で捜査中であり踏み込まないこととした。

町長）「工務店や大工が入札

に参加できないのか」と話を

し、元総務課長はしばらく

経った後「指名追加するな

ら書き加えてください。」と

話があったため、（４業者が

無資格だった事は解らず）元

総務課長が持ってきた名簿か

ら４業者を追加すると合計８

業者となったため、どちらが

言ったかはっきりしないが、

Ａランクの２業者は遠慮して

もらった。その後の書類の経

過はわからないが、入札日に

初めてその方々が入札に参加

できたことを知った。当時、

私は就任直後で本当に分ら

ず、担当者の指示に従った。

元総務課長）「Ａランクの２
業者の片方を外し、Ｃランク
の４業者を入れろ」と町長
に言われたが、「Ｂランクの
仕事にＣランク業者は要綱
上入れない」と答え、「指名
運営委員会をもう一回開き直
せ」と言われたが結果は同じ
であるとして応じないと、町
長から何か考えろと言われ一
晩考えて、Ａランクの２業者
を削除し、県南地方のＢラン
ク業者追加を進言すると、町
長はＡランクの２業者を外す
ことは納得し目の前で削除し
たが、Ｃランクの４業者を加
えようとしたため、「４業者
は入れられない」と言ったが
業者名を自分で書き始めたの
で、もう関わりたくないと思
い部屋を出た。

元まち整備課長）元総務課長

より要綱上できないＣランク

の４業者追加報告を受け、町

長の強い意志を感じ、考えを

変えることは無理であると判

断したが、今思えば、もう一

度話をして説得すべきであっ

たと反省している。ただ町長

が公文書を訂正することは大

変重く、職員にとっては職務

命令で、最終的には従わざる

を得ない。

定住促進住宅新築工事事務調査特別委員会（百条委員会）
証人尋問を含む全６回の委員会を経て調査終結

※宮田町長の官製談合防止法違反容疑は 3月 27 日付けで嫌疑不十分で不起訴

百条委員会のようす
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１．表紙及び裏表紙について

＜表紙＞

・オレンジの配色は目をひいて大変いい。

・たくさんの人で賑う様子が伝わりいい写

　真で暖色系の色で季節感が出て大変よか

　った。

２．百条委員会～１２月定例会設置記事に

　ついて

＜百条委員会設置＞

・設置に対する賛否があり、議員の思いが

　伝わった。

・委員会の用語解説がわかりやすかった。

・設置までの経過がわかりやすく記載され

　ていた。

＜１２月定例会＞

・台風被災箇所の写真がリアリティーがあ

　ってよかった。

３．一般質問記事について

・質問項目にあった写真は目からの情報と

　してとてもいい。

・台風関連のタイムリーな質問が数多く、

　１つにまとめるなど検討が必要。

４．特集ページについて

＜新年の特集＞

・漢字２文字を選んだ理由が掲載されて読

　みやすかった。

＜議会意見交換会＞

・コンパクトに１ページで読みやすかった。

・参加者の少なさに驚き、町民がもっと町

　政に関心を持つべき。

５．その他ご意見など

・全面カラーの議会だよりを希望する。

・町の諸課題に対応する内容が多い中、町

　長の個人的質問をする一般質問は町の未

　来や改善にはならない。

　

「
町
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誌
」
と
は
表
紙
上

段
に
あ
る
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
一
番

最
初
の
文
章
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
に

な
り
一
人
で
も
多
く
の
町
民
に
目

を
通
し
て
頂
き
、
少
し
で
も
議
会

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、
議

会
広
報
常
任
委
員
や
事
務
局
職
員

の
努
力
や
苦
労
を
知
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
個
人
的
に
追
跡
レ
ポ
ー

ト
や
一
般
質
問
は
と
て
も
関
心
が

高
い
で
す
。
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

い
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た

ど
ん
な
質
問
を
し
、
ど
の
よ
う
な

議
員
活
動
を
し
て
い
る
か
、
し
っ

か
り
と
目
を
通
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
モ
ニ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
広

く
町
民
か
ら
も
ご
意
見
や
ご
感
想

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

町
民
と
議
会
の
距
離
も
近
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、

発
行
を
期
待
す
る
、
誌
面
を
心
待

ち
に
す
る
町
民
が
増
え
る
も
の
と

期
待
し
ま
す
。

幅
広
く
意
見
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

幅
広
く
意
見
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

　前回 1 月 31 日発行の議会だより 149 号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。

　

モ
ニ
タ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
議
会
だ
よ
り
を
熟
読
す
る
よ

う
に
な
っ
た
事
で
、
議
会
に
関
心

を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
議
会
だ
よ
り
は
、
町
の
施
策

や
諸
問
題
、
議
会
の
取
り
組
み
や

議
員
の
考
え
な
ど
が
町
民
目
線
で

分
か
り
や
す
く
ま
と
ま
っ
て
お

り
、と
て
も
有
効
な
ツ
ー
ル
で
す
。

自
分
の
町
の
情
勢
を
知
る
事
が
で

き
る
議
会
だ
よ
り
を
一
人
で
も
多

く
の
方
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い

た
だ
き
町
政
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

町
民
一
人
一
人
の
声
が
議
会
に
届

き
、
町
民
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

議
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン

誌
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

斉
さいとう

藤 直
なおこ

子
（西河内）

町
民
目
線
で
分
か
り
や
す
い
誌
面

町
民
目
線
で
分
か
り
や
す
い
誌
面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和2年１月１日　～　３月３１日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

2.1.7 定住促進住宅新築工事事務調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

2.1.7 全員協議会（議会報告会取りまとめ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

2.1.8 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

2.1.15 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

2.1.20 全員協議会（特別委員会証人尋問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

2.1.20 定住促進住宅新築工事事務調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

2.1.23 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

2.1.29 議会運営委員会（臨時会運営） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ 私用 ー ○ ○

2.1.29 1 月臨時会（工事請負変更契約） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.2.7 総務常任委員会（所管事務調査） ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

2.2.7 定住促進住宅新築工事事務調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.2.21 議会運営委員会（3月定例会運営） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

2.2.21 定住促進住宅新築工事事務調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.2.21 全員協議会（課の再編） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.2 3 月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.3 3 月定例会（2日目：議案説明、委員会付託） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.3 総務常任委員会（閉会中審査内容） ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

2.3.3 経済常任委員会（閉会中審査内容） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

2.3.3 広報常任委員会（閉会中審査内容） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

2.3.4 3 月定例会（3日目：一般質問 5名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.5 3 月定例会（4日目：一般質問 2名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.5 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.6 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.9 3 月定例会（5日目：議案審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.3.9 議会運営委員会（定例会検証） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

○出席　－該当外

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と
して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、
忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

議会のできごと

 1⽉ 27 ⽇（⽉）午前中に、塙町議会
１４名全議員と地元東⽩川郡選出の宮川
政夫県議の同⾏で福島県庁にて要望活動
を実施しました。まず教育庁に対する県
⽴塙⼯業⾼校の存続に関して、次に農林
⽔産部へ林業アカデミー誘致関連の要望
書をそれぞれ県の幹部職員へ提出しまし
た。どちらも町政の重要課題である事か
ら、提出後参加議員と職員間での意⾒交
換が⾏われました。

福島県庁へ２件の
要望活動を実施

町
民
目
線
で
分
か
り
や
す
い
誌
面

幅
広
く
意
見
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

深
ふかや

谷 吉
よしひで

秀
（川上）

農林水産部長へ要望書を提出



塙町議会だより第150号 20

次回の６月定例会は
６月11日（木）からの予定です。

場所　役場２階　議場
（※氏名記入などの簡単な手続きで傍聴できます。）

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

青
砥　

與
藏

副
委
員
長　

菊
地　

哲
也

委　

員　

吉
田　

広
明

委　

員　

七
宮　

広
樹

委　

員　

吉
村　

守
広

委　

員　

鈴
木　

元
久

あなたも議会をあなたも議会を
傍聴してみませんか傍聴してみませんか

あなたも議会を
傍聴してみませんか

U
R
L
http://w

w
w
.tow

n.hanaw
a.fukushim

a.jp/
E-m

ai
gikai@

tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp
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福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
三
丁
目
２１

TEL０２４７－４３－２１５０
　
FAX０２４７－４３－２１１６

発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
　
割
貝
壽
一

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：「Raphex（ラフェックス）女子バスケットボール」
活 動 場 所：塙中学校体育館
団　　　長：吉田　左一郎（４４－１５２２）
会　　　員：10名

目指せ夢舞台の全国大会出場へ
　女子ミニバスケットクラブは、町内各小学

校で盛んに活動されてきました。しかしここ

数年少子化の影響もあり、ミニバスケット

ボール育成組織は思うような活動ができず消

滅してしまいましたが、子どもたちのスポー

ツ組織をなんとか立ち上げ、再興しようとい

う思いから父兄が立ち上がり、念願かない

昨年９月に「Raphex 女子バスケットボール」

が結成されました。

　会員数は小学１～６年生の女子２０名で

す。練習場所は塙中学校体育館で月曜日と水

曜日の週２回の練習日を設け活動していま

す。

　女子バスケットボールの公式大会出場を目

標に日々の練習に励んでいます。各種大会で

優勝できることを心よりお祈り上げます。選

手の皆さん頑張ってください。

　

３
月
議
会
議
員
選
挙
の
日
程

と
重
な
り
、
１
５
０
号
議
会
だ

よ
り
の
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
。

　

新
体
制
の
広
報
常
任
委
員
会

で
引
き
続
き
活
動
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
議
会
の
理
解
と
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
議
会

の
仕
組
み
や
活
動
を
紹
介
し
て

お
り
、
定
例
議
会
閉
会
後
約

１
ヶ
月
を
目
標
に
発
行
し
て
お

り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

青
砥
與
藏

VOL．44

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

コーチから指導を受けるバスケット女子たち


